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SD SYSTEM アウトセット SD-1000-OS（単一レール） 連動引戸金具 ダブルオープン納まり マルチソフトクローズあり製品紹介 227～229 製品紹介 230～240

一般住宅屋内用木製引戸（浴室には使用できません）
◇対応引戸システム：AFDシステム、HRシステム　◇引戸の総質量：30kg以下（引戸1枚）　◇引戸の厚さ：36mmのみ　
◇引戸の幅：600～900mm（引戸1枚）◇戸の重なり代：100ｍｍ　◇使用温度範囲：5℃～40℃　◇クローズ速度調整：調整できません

戸Ⓐ・戸Ⓑの場合

戸Ⓒの場合

設 計 ガ イ ド
■金具の納まり参考図

●上下および側面の納まり寸法 ●セーフティーストッパーロングの納まり寸法

●正常に引戸を連動させるために、戸Ⓐ、Ⓑ、Ⓒと床のすきま寸法は同一になるようにしてください。
●吊り車の上下調整を行う際に、トリガーベースが戸や床やFBストライクのツバ(厚み1.8mm)に接触しないようにしてください。
●幅1に対する高さの比率が5を超える引戸を使用して連動させた場合、動作が不安定になる場合があります。

●戸幅寸法の算出方法

ご注意

※ 戸の重なり寸法は、引戸を連動させるために必要な寸法です。

戸幅 DW ＝
枠内寸法W ＋ 250
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戸Ⓐ、戸Ⓑ、戸Ⓒの重なり詳細

※戸Ⓑ・戸Ⓒに取付けるトリガーベースのトリガーの
　向きが異なることに注意してください。
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L型ストライク

引戸

引戸
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●戸の高さ寸法の求め方
戸の高さ＝枠の内寸高さー上部レールの高さー22.5mm
※上式の22.5mmは「戸と上部レールのすきま寸法」と「戸と床のすきま寸法」の合計値です。
※上式で戸の高さを求めることにより、戸と床レールのすきま寸法範囲(12.5～17.5)で戸の上下調整ができます。
　ただし、戸Ⓐ、Ⓑ、Ⓒと床のすきま寸法は同一になるようにしてください。
※上部レールの高さは、

※
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引戸

AFDシステムの場合
　AFD-1500(直付け用)＝21.5mm
　AFD-1300(掘り込み用)＝1.5mm(つばの厚さ)
　です。

HRシステムの場合
　HR-150(直付け用)＝23.5mm
　HR-130(掘込用)＝1.5mm(つばの厚さ)
　です。

レール

■戸の吊込み
①下部ガイドに戸の下部ガイド溝を

差込みます
②固定カップ部に、ホルダー部を差

て込み、結合ねじをしっかり締め
固定してください。

ホルダー部結合ねじ

固定カップ部

2.レールの穴あけ
①レールの右側を任意長さでカット後、「■金具の納まり参考図」の加工寸法を参考に、

レールに穴加工をします。戸当りやトリガー用の穴は上部レールの内側から加工します。

SD-1000-OS

※SD-3420を使用
　しない場合は不要

■金具の取付け方法
1.上部吊り車の取付け 4.戸当りの取付けと戸の吊込み

固定カップ部

ホルダー部

結合ねじ

施 工 ガ イ ド

■戸の位置調整
①戸を吊ったままで、ホルダー部の

上のねじを回すと、戸の上下調
整ができます。

※ソフトクローズの速度調整はできません。

レールを壁面に固定します。
SD-3420を使用する場合はこの時に取付けます。

3.レールの取付け

①スライダーが図の位置になっているか確認します。
なっていなければ、押して戻しておきます。

②レール取付けの前に、図の方向で上部吊り車をレール内に挿入します。

③

戸先側
FCW-8000-K

戸尻側
SD-8000-K

スライダーの
位置確認

スライダーの
位置確認

戸先
側

ソフトクローズを正しく作動
させるために、必ず確認して
ください。

穴加工後は、必ずレール
内の清掃をしてください。

①結合ねじをゆるめて、固定
カップ部とホルダー部を分
離します。

②固定カップ部のみ、戸の木
口加工部に取付けてくだ
さい。

①上部戸当り用スペーサー（FK-340）と上部戸当り（FK-310）
を一緒に、レールに取付けます。

②710ページを参考に、トリガーと下部ガイドを取付け、   
戸を吊込みます。

③下図を参考に、戸の位置調整をし、ソフトクローズの初回動
作を確認します。

④下部戸当り（FK-320）を上部戸当りと位置を合わせ、床に取
付けます。

※調整時に戸を持ち上げると、
　調整をしやすい場合があります。

FK-340

FK-310

FK-320

ご注意

ご注意

上下調整ねじ

戸Ⓐ 戸Ⓑ 戸Ⓒ
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43 2543 上部レール
AFD-1500

上部吊り車
AFD-2950-K

枠

格納ガイド
FG-N150P

フランス落し
MF-600-8 

ノーズブロック・キャップ
MF-610・MF-610-K
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※ （　）寸法はHRシステムの場合
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